
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 13日（金）、小春日和の気持ちよい青空の下、運
動会の代替え行事である「相和祭」を行いました。運動会
と同様の種目もありましたが、ほとんどの種目は、相和っ
子班で協力して競い合い楽しめるようにと、６年生が中心
になって各委員会で考えました。 

例えば、「全校遊び」で子どもたちがよくしている「だ
るまさんがころんだ」を種目にすべくルールを工夫しま
した。班対抗で、行う人も見ている人も楽しくなりまし
た。また、目を閉じて片足で１分 30秒間立っていると
いう「生き残れ かた足バランス」も委員会で考えまし
た。単純なものですが、保護者のみなさんにも参加いた
だき、和やかな雰囲気でみんなで楽しみました。「ヨガ
の成果がでた」と日頃の努力を披露する方もいました。
他にも、ルールを工夫した全校リレーや全校ドッジボー
ルも、異学年の交流を続けてきた子どもたちだからこそ
のものだったと思います。異学年で行うことを考慮し工
夫されたルールをみんなで理解し守り、楽しいイベント
にしようと豊かに関わり合う姿がありました。 

また、各種目をみんなで行った後には、感想を発表し
合う場もありました。「運動会とは違った種目だけどみ
んなでできて楽しかった」「ルールの工夫があり最後ま
で接戦でよかった」というような感想がありました。保
護者の方々といっしょにやった「生き残れ 片足バラン
ス」の感想では、親と出来た楽しさと共に、親の健康を
願う気持ちがこもった感想も発表されました。 

運動会で行われる徒競走も行いました。スタートライ
ンでは、名前を呼ばれた子どもたちはまっすぐに手を挙
げ覇気のある返事をしていました。そして、ゴールを走
り抜けるまで、全力で友達と競い合う姿もありました。 
全校ダンス「夜に駆ける」は、密集・密接を避けて相和

っ子みんなが一つになるような取組みとして考えられた
ものです。これは、まず５・６年生が、町の笑顔特派員の
スベリ－さんからダンスを教えてもらいマスターしまし
た。その後、相和っ子班ごとに５・６年生が下学年にダン
スを伝授しアドバイスするなどして練習をしてきました。
子どもたちが生き生きと楽しそうに全校でダンスを踊る
姿は、正に相和っ子のお祭り「相和祭」にふさわしい光景
でした。当日は、サプライズで、スベリ－さんが登場して
全校で楽しく踊りました。また、二度目のサプライズで、
６年生がスベリ－さんと秘密で練習してきたという別の
ダンスも全校の前で披露してくれました。 
この日、子どもたちは、テーマ「レッツトライ相和っ子 

未来につなげ」がプリントされたはちまき、それにリスト
バンドやシュシュを身に付けました。これらは、６年生が
家庭科の学習を生かして作ったものです。 
このように、子どもたちは、コロナ禍であっても仲間と

絆を深めながら成長していこうとしています。 

相和祭［レッツトライ相和っ子 未来につなげ］ 

ちかいのことば（１年生） 

だるまさんがころんだ 

全校ドッジボール 

全校ダンス「夜にかける」 

サプライズの「６年生のダンス」 

「生き残れ 片足バランス」 

100ｍ走「５・６年生」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相和祭前日の５校時、全校ダンスの最後の練習で

のことです。右の写真は、そのときの６年生の後ろ

姿です。当日を想定し観客側を向いてのダンス。そ

れは、下級生に背を向けた形となります。その精一

杯踊る姿に、これまで取り組んできた６年生の自信

がにじみでているように感じました。 

コロナ禍で、最高学年で経験することを楽しみに

していたであろう「運動会」「修学旅行」「連合体育

大会」等が、悉く中止になってしまいました。しか

しそうした中でも、「あいさつをおろそかにしては

いけない」「ソーシャルディスタンスでも相和っ子

の絆は切らない」そんな想いで様々なことに取り組

んできた、そのエネルギーと自信を感じました。 

更には、これまで下学年にダンスを教えてきた６年生。全校に背を向けて踊るこの姿には、下学年を信

頼して自分たちが精一杯踊っているようにも感じました。その感動とそのとき湧いた確信を６年生に伝え

たく、右のようなメッセージを送りました。 

相和でキャンプ！ 10 月 30 日(金)［５年生］ 

林間学校の代替行事として「相和でキャンプ！」を行い

ました。感染症対策を行いながら、子どもたちの絆づく

り・想い出つくりのために、保護者・地域の方々にご協力

いただき、学校で行いました。 

まず、神奈川大井の里体験観光協会の創作体験プログラ

ム「竹灯籠づくり」を体験しました。観光協会の方の説明

をよく聞いてから、子どもたちはノコギリや電気ドリルを

注意深く使いながら自分の作品を作りました。子どもたち

は慣れない手つきでいましたが、観光協会の方々は、熱心

に優しく教えてくれました。 

完成した竹灯籠を並べて、暗くした教室でみんなで鑑賞

しました。教室の電気を消した瞬間に、「まぁ、なんてこ

とでしょう・・・」と、リフォームの番組でのおきまりの

アナウンスで、感動を表す子どももいました。 

そして、野外炊事のかわりに「竹筒ご飯」を作りました。

事前の教職員の研修には、ＰＴＡ会長の鈴木裕也さんにご

指導いただきました。また、当日使用する竹筒も鈴木さん

からいただきました。それとともに、当日焼きいもにと、

おいしいサツマイモもたくさんいただきました。 

炊飯には、火が必要です。火おこし体験も行いました。実は、事前に担任が火おこしの道具を作り、何度も試

しに行ったのですが、あともう少しというところで成功はしなかったのです。しかし、当日は、ボランティアの

お父さん方にご協力していただき、見事、火をおこすことに成功しました。 

たくさんの保護者・地域のボランティアの方々に「相和でキャンプ！」を支えていただきました。そして、

子どもたちが喜び、感動し、満足するためにお力を貸していただきました。更に、子どもたちの充実した姿に

ふれ、教職員と共に喜びを感じたことと思います。地域の方々の温かい想いの中で、自分たちの生活を営むこ

とができているということを子どもたちは、感じたことと思います。 
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